
Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

障害科学研究 38，147− 161，2014

展　望

我が 国の 発達障害学生支援に お け る支援方法お よ び
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　本研 究は、発達障害学生の 支援事例 が報告 された論文 を 、 支援内容別 に支援方法と

支援体制を分析する こ とを通 して 、 発達障害学生支援の 現状 と今後の 課題 を明 らか に

す る こ とを目的と した 。 31本の対象論文を分析 した結果、授業、試験 、 対人関係ス キ

ル 、 生活ス キル 、 就職 など支援内容 は多岐に渡 り、特に対人 関係 ス キ ル 、生活ス キ ル 、

授業の 支援が多 く報告され て い た。対人関係 ス キ ル 支援で は、個別面談 に よる支援方

法が とられ る こ とが多 く、 授業支援 で は 、 個別面談に加えて担当教職員 との 連携支援 、

生活ス キル 支援で は、 個別面談 と家庭 との 連携支援が多 く報告 されて い た 。 この よ う

に 、 各支援内容 にお い て どの よ うな支援方法が とられ 、どの よ うな支援体制 で対応 さ

れて きたの かが明 らか とな っ た 。

一
方で 、 キャ リァ支援 の 検討 、 心理教育的ア セ ス メ

ン トツ
ール の 活用、支援 の 評価 方法 とチーム 体制の 整備 の 検討 、 合理 的配慮の 決定過

程の 検討等、今後取 り組 むべ き課題 も示唆 された 。

キー ・ワ ー ド ：発達障害学生 支援　合理的配慮　支援内容　支援方法　支援体制

1．問題 と目的

　近年、高等教育機関にお ける発達障害学生支

援 の 必 要性が 高ま っ て い る 。 2005年に施行 さ

れた発 達障害者 支援法 で は、「大学お よび 高等

専門学校 は 、 発達障害者の 障害の 状況 に 応 じ、

適切 な教育上 の 配慮 を有する もの とす る」 と定

め、大学 ・短期大学 ・高等専門学校 の 高等教育

機 関にお い て も、 発達障害の ある学生 へ の 教育

的な支援の必 要性が 明示され て い る 。 日本学生

支援機構 （2013）の 調査に よる と、全国の 大学、

短期大学及 び高等専門学校に お ける全障害学生

数 11768人の うち、 約 16％ （1878人） は発達障

害 （診断書有 り） の 学生 で あ り、 支援 を受 けて

い る障害学生の 6451人の うち 、 約 20％ （1291人）

を占め て い る こ と が 明 らか と な っ た 。 また 、 発

＊
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達障害の 診断書は無い が 、発達障害の 疑 い があ

り、 配慮が必要で 支援 を して い る学生数は 2412

人であ り、 発達障害の 診断を有する支援学生 と

合 わせ る と、障害種別 の うち最 も多い 学生 数 を

占め る こ とになる 。 こ の よ うな現状か ら、 高等

教育機関にお ける発達 障害学生 に対す る支援の

あ り方の 検討、お よび支援体制の整備 は喫緊の

課題 とな っ て い る 。

　大学等 の 高等教育機 関における発達障害学生

支援 の 現状 に つ い て は 、佐藤 （2008）が 、 全国

の 大学 ・短期大学、高等専 門学校 の 学生相談あ

る い は保健管理担当者を対象に、発達障害学生

が大学生活 を送 る上 で の 困難 、 大学等にお ける

支援 内容 、 支援 を充実 させ る ため の 課題につ い

て の 調査 を実施 して い る 。 大学生活 を送る 上 で

は、「学業上 の 困難」、「対人関係で の トラ ブル 」

が問題 となる こ とが多 い こ と 、 支援内容は個別

面談 に よる支援が 多い こ と 、 そ し て 授業や 試験
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な どの 学修支援が 少 な い こ とが 明 らか とな っ

た 。 また 、 各大学が課題 として考える項 目の う

ち、最 も多 く回 答され た項 目は 、「大学内の教

職員 との 連携 ・協力」で あ り、回答 した大学 の

92％ が課題で ある と認識 し て い た。また 日本学

生支援機構 （2013）は 、 発達障害学生 の 支援内

容 に つ い て 、全国の 大学 ・短期大学 、 お よび高

等専門学校を対象に実態調査 を実施 して い る 。

発達障害学生 、お よび発達障害の 疑 い の あ る学

生が 1名以上 在籍 して い る機関の うち、授業に

関す る 支援 で は 、 「休憩室の 確 保」（実施率

17．6％）、「実技 ・実習 の 配慮」 （同 16．4％）、「注

意事項等文書伝達」（同 14．8％） な どが あ り、

一
方 、 授業以外 に関す る支援で は 「学習指導 （履

修方法 、 学習方法等）」 （実施率 54．3％）、 「保護

者 との 連携」 （同 54．0％ ）、「専 門 家 （臨床 心理

士 等）に よ る心理療法 として の カ ウ ン セ リン グ」

（同52．2％） な どが報告 され て い た 。 授 業以外

の支援に比 べ 、授業に関する支援の実施校が少

ない こ とが報告 され て い る 。 こ の よ うに 、 これ

まで の 高等教育機 関における発達障害学生支援

は、個別面談を中心 と した授業以外の 支援が多

く、学業上の 困難が多い に も関わらず、授業や

試験 な どの 学修支援 を実施 して い る大学は まだ

少な い 現状である と考え られ る 。

　 文部科学省 は 2012年 12月に 、 「障が い の ある

学生 の 修学支援に 関する検討会報告 （第
一
次ま

とめ）」 を公 開 し、 その 中で 大学等の 高等教育

機関にお ける障害のある学生へ の 「合理的配慮

（reasonable 　accommodation ）」の 考え方を示 して

い る 。 合理 的配慮 と は 、 「障害 の ある者が 、 他

の 者 と平等 に教育 を受ける権利 を享有 ・行使す

る こ とを確保する ため に 、 大学等が必要か つ 適

当な変更 ・調整を行 うこ とで あ り、障害 の ある

学生 に対 し、そ の 状況に応 じて、大学等にお い

て教育 を受ける場合に個別に必要 とされ る もの

で あ り、かつ 大学等 に対 して 、 体制面 、 財政面

にお い て 、均衡を失した 又 は過度の 負担 を課 さ

な い もの 」 と定義 さ れ て い る 。 こ の 定義 は、

2006年に国連で探択 され た 「障害者権利条約」、

2011年の 「障害者基 本法」の 改正 に基 づ い て

お り、さ ら に は 2016年施行予定で ある 「障害

を理 由 とす る差別の 解消の 推 進に 関す る法律」

（以下 ， 障害者 差別解消法） を見据 えた もの で

ある 。 障害者差別解消法で は 、国公立大学お よ

び高等専門学校に お い て は、合理 的配慮 の 実施

は法的義務で あ り、 私立 大学 は努力義務 として

定め られて い る 。 障害学生支援が法的裏付け を

もっ た義務 とな り、 これ を遂行する こ とが大学

に と っ ての コ ン プ ライ ア ン ス （法令遵守）にな

るた め、大学等の 高等教育機関 に と っ て 大 きな

転換期を迎 えて い る。

　 しか し、合理的配慮 は多様かつ 個別性 の 高 い

もの であ り、具体的に何を どの ように支援 すべ

きか に つ い て は規定され て い な い
。 そ の ため、

学生本人の 教育的 ニ ーズ と意欲や意思を可能な

限 り尊重 しつ つ 、各大学等が現実 的に対応 可能

か ど うか 、根拠資料 （診断書、心理検査の 結果、

専門家の 所見等） を もと に 、本人 と大学側 の 協

議の 上 で 合理 的配 慮を決定 して い く必要が あ

る 。 桶谷 （2013）は、特に発達障害学生支援に

お い て は 、 「支援対象 と なる学生の 範囲」、 「合

理的配慮の 対象となる 活動の 範囲」、 「合理的配

慮の 決定過程」、「教育方法」、「支援体制」 が検

討すべ き課題で ある と指摘 して い る 。 今後 、 大

学等にお ける合理 的配慮の 範囲お よび決定過程

につ い て は、各大学で 障害学生 の 受入 れ姿勢お

よび 支援方針を明確 に示 し、学 内の 支援体 制

（障害学生 支援相談窓口 の 設置，支援組織の 設

置 ， 入学後の 支援体制）の 整備 、 受入れ実績 を

蓄積 しなが ら検討 して い くこ とになる だろ う。

　以 上 の ように、近年、大学等の 高等教育機関

に お ける発達障害 の ある学生 に対す る支援の 実

態調査 や 、合理 的配慮に つ い て の 議論が進め ら

れて きて い る 。 これ まで の 先行研究で は、  支

援体制の 整備 （例 えば，関係教職員 との 連携の

必要性 （岩田 ， 2007）， 専門ス タ ッ フ の 配置や

発 達 障 害 に特 化 した 支援体制の 構築 （西村 ，

2006））、  支援の 質に 関する検 討 （例えば ， 支

援 の 根拠 の 明確化 （佐藤，2008），心理検査 等

の ア セ ス メ ン トに基づ く支援 （須田 ・高橋 ・上

村 ・森光 ，
2011））、   発達障害の 理解 ・啓発 （例
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えば ， 関係者へ の 理解推進 （佐藤 ， 2008）， FD ・

SD を通 した理解 ・啓 発活動 （須 田 ら， 2011））

など、発達障害学生 支援に関 して取 り組む べ き

課題が提言され て きた。しか しなが ら、どの よ

うな支援内容が 、 ど の よ うな支援方法や 支援体

制の もとで支援事例が蓄積 されて きた の か を分

析 した研究は ない 。 今後、 各大学 における合理

的配慮の 範囲の 検討、合理 的配慮を実行するた

めの 支援体制 の 整備 を図る上で も、 こ れまで 実

践報告 され て きた支援方法や 支援体制 の 知見 を

整理す る こ とは必要である と考 えられる 。

　そ こで本研究で は、支援内容が明記 され た研

究論文を分析す る こ とによ っ て 、 発達 障害学生

に対 して どの ような支援 内容が具体的に どの よ

うな支援方法で、ど の よ うな支援体制の もと で

取 り組 まれ た の か につ い て の 知見を整理 し、発

達障害学生 に対す る支援にお い て 、今後取 り組

むべ き課題を検討す るこ とを目的 とす る。

皿．方法

　 1．論文収集および分析対象論文の 選定

　国立 情 報学 研 究所 NII論文情 報ナ ビ ゲ ー タ

（以下 ， CiNii）を使用 し、（1）「
“

発達障害 and 学

生
”

or
“
発達障害 and 大学生

”
or

“
発達障害 and

学生支援
”

or
“
発達障害 and 学生相談

”
or

“
ア ス

ペ ル ガー and 学生 相談
”

or
“
自閉症 and 学生 相

談
”

or
“
広汎性発達障害 and 学生相談

”
」、（2）

「
“

発達障害学生
”

or
“

発達障害大学生
St

　or
“
発達

障害学生支援
”

or
“
発達障害 and 学生相 談

”
or

‘‘
学生相談 and ア ス ペ ル ガー”

or
“
学生相談 and

自閉症
”
」の キ

ー
ワ
ー

ドで検索 を行 っ た （2013

年 6 月）。 （1）の 検索結果 141件、（2）の 検索結

果 72件の 論文が 該当 した 。 そ の 中で 発達 障害

ある い は発達障害の 疑 い の ある大学生 を対象と

した 論文 に つ い て 、 1）大学 もしくは学会が発

行 して い る学術論文であ る こ と （学会発表論文

は 除く）、2）出版社か ら発行され投稿規定 もし

くは執筆要領が定め られ て い る論文また は商業

誌の い ずれか の 条件を満たす論文の 中か ら、「発

達障害 もしくは発達障害の 疑い の ある大学生に

対 して 、具体的な修学上 の 支援 を実施 して い る 」

内容の 記載が判 断で きる論文の み を抽 出 した 。

さらに 、 CiNiiの 検索で は抽出 されなか っ たが、

分析対象論 文の 複数 の 論文で 引用 され て お り、

上記の 検索ワ
ー ドに該当す る論文 3本、商業誌

の 発達障害学生支援に関する特集号に掲載 され

た 論文 9 本 を追加 し、 最終的 に 31本 の 論文を

分析対象 に した 。

　 2．対象論文の分析 カテ ゴ リー
の作成

　佐藤 ・徳永 （2006）の 調査項 目、 日本学生支

援機構 （2012）の 「教職員の ため の 障害学生修

学支援 ガイ ド」、日本学生支援機構 （2009）の 「障

害学生修学支援事例集」の 支援例項 目を参考に 、

分析の た め の カテゴ リーお よびサブ カ テゴ リー

を作成 した 。

　（1）診断 ：診断が あ る場合 は 、支援事例 の 診

断名を記述 し、診 断はな い が行動特徴か ら疑 わ

れ る診断名が文中に記載されて い る場合は、「発

達障害 の 疑い 」 と して 分類 した 。 支援開始当初

に発達障害に関する記述が ない 場合で 、 対人不

安や不登校等の 精神的な問題を抱えて い る事例

に つ い て は 「対入不安 ・不登校な ど」と して分

類 した 。 1 つ の 論文で 複数の 事例が 紹介され て

い る場合、支援事例 ご とに診断名を集計 した 。

　 （2）支援者 ：支援者の 職種 を以下の よ うに分

類 した 。 職種の 分類 は 、 「カ ウ ン セ ラ
ー」、 「支

援 コ ー
デ ィ ネ

ー
タ
ー
」、「大学教員」、「大学職員」、

「学生」、「医師」、「保護者」、「外部支援者」、「そ

の 他」 と した 。 論文中に記載されて い る職種の

記述が異 なるが、分類 したサ ブカ テ ゴ リーと同

様の職種 に該当する と判 断された もの は 、 該当

するサ ブ カテ ゴ リ
ー

の 職種として分類 した 。 各

支援事例 で複数の 支援者が 関 わ っ て い た 場合

は、すべ て を集計 した 。

　（3）主訴 ：支援開始時にお ける相談主訴を以

下 の よ うに分類 した 。 主 訴の 分類 は 、 「学 業上

の 困難」、 「大学生活上 の困難」、 「対人関係上の

トラ ブ ル 」、「就職に 関す る困難」、「情緒 ・精神

面 の 困難」、「そ の 他」 と した 。 1 つ の 論文で 複

数事例が 紹介されて い る場合 、 事例 ご とに主訴

を分類 した 。 また 、 主訴が複数ある場合 に つ い

て は 、 すべ て を集計 した 。
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　 （4）支援内容 ：支援事例 に実施 した支援内容

に つ い て以下の ように分類 した 。 支援 内容の 分

類は 、 「入学」、「履修」、 「授業」、「試験」、「学習」、

「研究」、「対人 関係ス キ ル 」、「生活 ス キ ル 」、「就

職」、「外部実習」、「課外活動」、「自己理解 ・障

害理解」、「メ ン タル ケア」、「その 他」と した 。 「入

学」 とは、入学する前か ら入学直後の時期 にお

ける配慮や支援を実施した もの と した 。 「履修」

とは 、 履修相談や履修登録の 助言な どの 支援 を

実施 した もの とした 。 「授業」 とは 、 講義や 実

験実習上 で の 配慮や支援な どを実施 した もの と

した。「試験」 とは、試験お よ び レポ
ー

トにお

ける配慮や 支援を実施 した もの とした 。 「学習」

とは 、 講義の 受け方や学習方法 へ の 助言 、 基礎

学力向上のた めの 学習プ ロ グ ラ ム 等に よる配慮

や 支援を 実施 した もの と した ， 「研究」 とは、

卒業論文の 作成、ゼ ミ活動で の 配慮や個別支援

を実施した もの と した 。 「対人 関係ス キ ル 」とは 、

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン、マ ナー、ル ール 、あるい

はソ
ーシ ャ ル ス キル等の 対人関係 に関する助言

や支援 を実施 した もの とした 。 「生活 ス キ ル 」は 、

予定の 管理 、空 き時間の 過ご し方、生活 リズ ム

に関する助言な ど、授業以外の 時間で修学上必

要な大学生活 ス キ ル に対 する配慮や 支援 を実施

した もの と した 。 「外 部実習」 は教育 実習 や福

祉施設実習 な ど、 「課外活動」 はサ
ー

ク ル や ボ

ラ ン テ ィ ア な どにお ける配慮や 支援を実施 した

もの とした 。 1 つ の 論文で 複数事例が 紹介 され

て い る場合、事例 ご とに支援 内容を分類 した 。

また 、1 つ の 支援事例で 支援内容が 複数ある場

合 には 、 すべ て を集計 した 。

　（5）支援方法 ：支援者 が実施 した支援の 方法

に つ い て 以下 の よ うに分類 した 。 支援方法の 分

類 は、「個別面談」、「学内連携」、「学外連携」、「グ

ル ープ ワ
ーク」、 「セ ミナー ・プ U グ ラ ム 学習」、

「ピ ア サ ポー ト」、 「居場 所の 確保 」、 「その 他」

とした 。 論文 中に記載 されて い る支援方法の 記

述 が異な る が 、 分類 した サ ブ カ テ ゴ リ ーと同様

の 支援方法に該当する と判断 された もの は、該

当するサブ カ テ ゴ リーの 支援方法として分類 し

た 。 1つ の 支援 内容 の うち 、 支援方法が複数あ

る場合は 、すべ て を集計 した 。

　 （6）支援体制 ：支援 者が複数 い る場合 、 学 内

外の支援 関係者 につ い て集計 した 。 支援体制 の

分類は、「教育組織」、「授業担当教員」、「担任」、

「学務・教務課」、「就職課」、「学生生活課」、「学

生相談室 （保健管理セ ン ター）」、 「学生 」、 「家庭」、

「医療機関」、「実習機 関」、「出身高校」 「職業訓

練セ ン タ
ー
」、「発達障害者支援セ ン タ

ー
」、 「そ

の 他」 と した 。 論文中に記載 されて い る学内部

署や 外部機関の 記述が異 なるが 、 分類 したサ ブ

カ テ ゴ リ
ー

に該当す る と判断され た もの は 、 該

当するサ ブ カテ ゴ リ
ー

に集計 した 。 支援 内容が

複数あ り、複数の 支援関係者が判断され た場合

は 、 すべ て を集計 した 。

　 （7）支援の 成果 ：支援の 成果 、 ある い は効果

の 有無を集計した 。 で きる限 り論文中に記載さ

れた 表現に基づ い て 、支援 の 成果や効果 の 有無

を判断 した 。

　 （8）合理的配慮 の 形成過程 ：合理的配慮 を学

内教職員 と連携 、 ある い は協働 して 具体化 して

い く協議の 有無 を集計 した 。

皿．結果

　わ が 国の 発達障害学生に対する支援事例を報

告 した論文にお ける診断 、 支援者 、 主 訴 、 支援

内容別の 支援方法や支援体制 、 支援の 成果 、 お

よび合理的配慮の 形成過程の 結果 を示 した 。

　 1．診断

　Table　1に各支援事例 の 診断名の 分類結果に つ

い て示 した 。 対象論文 に紹介 された事例 はす べ

て で 72件で あっ た 。 そ の うち、診断を有 して

い る学生 は 36件 （50．0％）、 発達 障害の 疑 い が

ある学生 は25件 （34．7％）で あ っ た 。 診断有 り

の 学生 を障害種別 で み る と、自閉症 ス ペ ク トラ

ム （自閉症 ， ア ス ペ ル ガ ー障害 ， 広 汎性発達障

害含む）が 22件 （61．1％ ）、 注意 欠陥多動性 障

害が 3 件 （8．3％）、学習障害が 4 件 （11．1％）、

発達 障害 （詳細不 明）が 6 件 （17．7％）、重 複

が 1 件 （2．8％）で あ っ た。対人不安、不登 校

などは 11件 （15．3％） で あ っ た 。 支援開始の 時

点で 診 断 を有 して い る事例 は約 50％ で あ っ た
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Table　1　 支援事例の診断

　 　　 　　 診断

自閉症ス ペ ク トラ ム （ASD ）

注意欠陥多動性障害 （ADHD ）

学習障害 （LD ）

発達障害

発達障害の疑 い

重複
対 人不安 ・

不登校な ど

件数
2234625111

Table・2　支援者の職種

職種 件数
カ ウ ン セ ラー

支援 コ ーデ ィ ネーター

大学教 員

大学職員

学生

医師

保護者
外部支援者

そ の 他

　

　

72

　

6316151481
42

が、発達障害の 疑い が あ る 、 もし くは発達障害

の 疑い に関する 記載は ない が 、 配慮が必要だ っ

たとされた事例は約 50％であ っ た 。

　 2．支援者

　 Table　2 に支援者 の 職種 の 結果 を示 した 。 対象

論文31本中 30本 に お い て 、 支援者の 職種が 明

記され て い た。対象論文中に複数事例が紹介 さ

れ 、 各事例で 複数の 支援者が記載され て い た こ

と もあ り、 142件 の 支援者 が集計さ れ た。そ の

うち、カ ウ ン セ ラ
ーが 42 件 （29，8％）、 支援 コ ー

デ ィ ネー
タ
ーが 6件 （4．2％）、大学教員が 37件

（26，1％）、大学職員が 12件 （8．5％）、学生が 6

件 （4．2％）、医師 が 15件 （10．6％ ）、保護者が

14件 （9．9％）、外部支援者が 8 件 （5．6％ ）、そ

の 他が 1件 （0．7％）で あ っ た。「カ ウ ン セ ラ
ー」、

「大学教員」が全体の 約 56％ を占め て い た
一

方

で 、 「支援 コ ーデ ィ ネーター」 は約 4 ％ と少な

い こ とが示 された 。 「外部支援者」で は 、 出身

校 の 教員、実習機関の 教員、 実習機関の 施設職

員等が 含 まれ て い た。 また、支援事例 72件中

52件 （72．2％）は 、 複数の 支援者が 支援に関わ っ

て い た 。

　 3．主訴

　Table　3に各支援事例の 主訴の 結果 を示 した 。

各事例 におい て 、 複数 の 主訴が記載 されて い た

こ ともあ り、98件 の 主 訴が 集計 され た 。 その

うち、学業上 の 困難は 39件 （39．8％）、大学 生

活上 の 困難が 13件 （13．3％）、 対人 関係上 の 困

難 が 27件 （27．6％）、 就 職 に 関す る 困難が 1件

（1．0％）、 情緒 ・精神面の 困難が 15件 （15．3％）、

そ の 他 3件が （3．1％）で あ っ た 。 「学業上の 困難」

の 主訴が約 40％ と最 も多 くを 占め、「対人関係

上の 困難」は 約 30％ と次 に 多くを 占め て い た 。

一
方で、「就職 に関する 困難」 は約 1％ と少 な

か っ た 。

　 4 ．支援内容

　 Table　4に支援内容の 結果 を示 した。 各事例で

複数の 支援内容が 記載 され て い た こ と もあ り、

147件の 支援内容が 集計された。そ の うち、入

学が 3 件 （2．0％）、 履修が 10件 （6．8％ ）、 授業

が 17件 （11．6％）、試験 が 7件 （4．8％）、学 習

Table　3　支援事例 の 主訴

　　　　　 主訴

学業上 の 困難
大学生活上 の 困難

対 人関係上 の 困難

就職上 の困難

情緒 ・精神面 の 困難
そ の 他

件数
3913271153

Table　4　支援内容の分類

　　 支援内容
入学

履修

授業

試験

学習
研究

対人関係 ス キ ル

生活 ス キ ル

就職

外部実習

課外活動

自己理解 ・障害理解
メ ン タ ル ケ ア

そ の 他

件数

3101777m2922843h122
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が 7件 （4．8％）、 研 究が 10件 （6．8％ ）、対人 関

係ス キ ル が 29件 （19．7％）、生 活ス キ ル が 21件

（14．3％）、 就 職が 8件 （5．4％）、 外 部実 習が 4

件 （2．7％）、課外活動が 3 件 （2、0％）、 自己理 解
・

障害理解が 14件 （9．5％）、メ ン タ ル ケ ア が 12

件 （8．2％）、そ の他が 2件 （1．4％ ）で あ っ た 。

以下 に、支援内容の 範囲 、 支援 内容 ごと の 支援

方法 、 支援体制に つ い て の結果を示 した 。

　 （1）支援内容の概要 ：Table　5 に各支援内容の

概要を示 した 。 「入学」で は 、 す べ て の 支援 事

例 で 入学前か ら学 内外の 支援者が 関わ り、
ニ ー

ズの 聞き取 り、支援 ケ
ース 会議 の 実施、支援計

画の 作成等 の 支援が 報告さ れ て い た 。 「履修」

で は、履修計画の 確認や 見直 し 、 履修 ペ ース の

調整 、 履修 しやすい 授業の リス トア ッ プ等、履

修 計画 の 助 言が 多 く報告さ れ て い た 。 「授業」

で は、  環境 調整 に よる配慮 （座席配慮 ノ イ

ズ キ ャ ン セ リ ン グ ヘ ッ ドホ ン の 使用許可）、  

情報保障の 配慮 （IC レ コ ーダ ーに よ る講義録

音，授業資料の 配布）、   授業形式の 変更 （板

書 か らPC の プレ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン に 講義方法を

変 更 ， 実習 ・実験の グ ル ー
プや ペ ァ の 再編成，

大学 院生 に よる実験補助）、  トラ ブ ル へ の 対

応 （授業中の パ ニ ッ クへ の 対応，居場所確保）、

  障害特性の 理解 や伝達 （サポ ー トブ ッ ク の 配

布，教 員へ の 特性 の 説 明 と配慮願 い ）、   出席

の 代替措置 （出席代替の 個別レ ポ
ー

ト， 別室受

講）な ど、さまざまな授業上 の 支援が 報告され

て い た 。 「学習」で は、読み 書 きの 基礎学力向

上 プ ロ グ ラム に よる支援が報告 され て い た 。 「試

験」で は、レポー トの体裁指示 （ひな型 の 提示，

レポー トの 章立て の 提示）、 試験 の 特別措置 （板

書に よる試験指示 ， 別室受験 ， 時間延長 ， 試験

の 追試）に関する支援が報告されて い た。「研究」

で は、担当教員や ゼ ミ学生 へ の 助言や特性 の 説

明 、 研究進行上の 個別配慮 （研究計画の ス モ ー

ル ス テ ッ プ化 ，
ス ケ ジ ュ

ール の 共有 ， 携帯電話

の ア ラ
ーム 機能や PC の ポ ス トイ ッ ト機能 の 活

用）等が 報告され て い た。「対人 関係ス キ ル 」

で は 、 1）具体的 な場面を想定 した振 る舞 い 方

や ル ール の 助言 、 2）グル ープ ワ
ークにおける

発表や共 同活動 、 3） ソ ーシ ャ ル ス キル 支援 プ

ロ グ ラ ム 、 4）共同作業 を伴 う短期雇用 の ア ル

バ イ ト、5） ラ ウ ン ジ の 活用 、6）社会常識 テ

ス トや ソ
ーシ ャ ル ス ト

ー
リ
ー

の 使用等の 支援が

報告され て い た。「生活ス キ ル」で は 、 a ）ス ケ

ジ ュ
ール 帳の 活用、b） 空 き時 間の 使 い 方 の 助

言、c ） 身だ し なみ や 生 活 リ ズ ム の 助言、　 d）

パ ニ ッ ク時の 対 処方法の 助言 、 e ）授業資料 の

整理方法の 助言等 の 支援が報告 されて い た 。 「就

職」で は、就職課に よ る模擬面接、職場選択の

相談、就職セ ミナ
ー

の 実施 、 職業訓練 セ ン ター

の 紹介等の 支援が 報告 され て い た 。 「外部実習」

で は 、実 習先 へ の 事前訪 問や 事前実習 の 実施、

実習 中で の 居場所確保 等の 支援が報告され て い

た 。 「課外活動」で は 、 サークル 活動 で の 役 割

配慮 、 サー
ク ル 内で の ル ール の周知等の 支援が

み られ た。「自己理解 ・障害理解」で は 、 グ ル ー

プ ワ
ー

ク前後の 振 り返 りを通 した 自己内省、知

能検査 の 活用に よる認知特性 の説明等の支援が

み られ た 。 「メ ン タ ル ケ ァ 」で は、精神科へ の

リ フ ァ
ー、服薬治療 の相 談 、 デイケ ア治療 の 紹

介等の 支援がみ られ た 。 「その 他 」で は、 関係

教職員 へ の 周知 、 傾聴的 な面接等がみ られ た 。

　（2）支援方法 ：Table　6に各支援内容別 の 支援

方法 の 結果 を示 した 。 「入 学」で は 、 学 内外を

含め た連携支援 の 方法が 3件中 3件 （100．0％）

報告され て い た 。 「履修」で は個別面談が 11件

中9 件 （8ユ．8％ ）と多 く、「授業」、「試験」、 「研

究」で は 、 学 内連携 が 49件 中 28件 （57．1％）

と個別面談が 16件 （38．8％） と多 く報告 されて

い た 。 「学習」 は 、 教職員 との 連携支援はみ ら

れ ず、 個別面談に よる助言や読み書 き能力向上

の ため の プ ロ グ ラ ム学習が報告され て い た。「対

人関係ス キ ル 」、「生活ス キ ル 」で は、個別面談

に よ る 支援が多 く、 「対 人関係ス キル 」で は 、

グル ープワ
ー

クや セ ミナー
に よる支援 と個別面

談を組み 合わ せ て支援する方法 も42件中13件

（31．0％）報告され て い た 。 「生活ス キ ル 」で は、

学内連携、学外連携、休憩時間 の 居場所確保 な

どの方法 も報告 され て い た。「就職」で は、学

内連携 、 学外連携に よる支援方法が多 く報告さ
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　　　　　　　　　　　Table　5　各支援内容の概要

支援内容 主 な支援内容の サ ブカテ ゴ リ
ー

具体的な支援内容

入学 支 援 方針 の ケース 会議 支援 ニ
ーズ の 聴 取、支 援計 画 の 作 成、支 援 体 制の 構 築

履修 履修相談 必要履修単位の 確認 、 履修授業の 見直し、履修ペ ー
ス の 調整

授 業

　 環境調 整

　 情報保障

授 業形式 の 変更

トラブル へ の 対応

障害特性の 伝達

　出席の 代替

座席の 配慮、ノイズキ ャ ン セ リングヘ ッ ドホン の 使用許可

ICレコ
ー

ダ
ー

による講義録音許可、 授業資料の 配布

プ レゼ ンテ
ーショ ンによる講義 へ 変更、実 習グル

ープの 編成 配 慮

パ ニ ッ クへ の 対応、居場所 の確保

教員へ の 特性の 説明と配慮願い
、 サポー

トブ ッ クの 配布

出席代替措置として の 個別レポート、 別室受講の 許可

学 習 プロ グラム学 習 基 礎学 力 向上 プ ロ グラム の 実施

試験

レポートの 体裁指示

　 個 別の 配 慮

レポートの ひ な形提示、レ ポートの 章立 て 提示

別室受 験、時 間延 長、試 験 の 追 試、板 書 に よる試験 指示

研究
担当教 員 ・ゼ ミ学 生へ の 周知 　 特性の 伝達、理 解や 配 慮願 い

　　　 個別の 配慮　　　　　目標の スモ
ー

ル ステ ッ プ化、ス ケジュ
ー

ル の 共有、メモ の 活用

対人関 係 ス キル

適切な対応の 仕方の 助言

　 　 グル
ープワ

ー
ク

　 　 プロ グラム学 習

共同作業の アルバ イ ト

　　 ラウ ンジの 活用

社会 常識 に関する指 導

具体的な場面を想定した振る舞い 方やル ール の 助言

テ
ー

マ に 応 じた発表、話し合い 、レ クリエ
ー

シ ョ ンの 参加

ソ
ーシャ ルス キル プロ グラム の 実施

共同作業を伴う短期雇用 プ ロ グラム の 実施

談話室の 設置

社 会常 識 テス ト、ソ
ーシャ ル ス トーリーの 実 施

生 活ス キ ル

　　予定管理の 助言

空 き時間の 使い 方の 助言

　 生 活リズム の 助言

　 　 パ ニ ッ クの 対 処

　 　 　 整理 整 頓

スケジュ
ー

ル 帳を用い た予定管理

休憩 時間 の 居場所確保、学食の 使 い 方の 助言

身だ しな み の 助 言、生活習 慣改善の 助言

パ ニ ッ ク時 の 対処 方 法 の助 言

資料 の 整 理、フ ァ イリングの 助 言

就職
就職活動の 個別相談　　　面接の 練習、セ ミナ

ー
の 実施、職場選択の 相談

職業訓 練セ ン ターの 紹 介　　職 業訓 練

外 部 実習 実 習機関へ の 周知 事前 実習の 実施、特性の 説明と理 解願い 、実習中の 居場所確保

課外活動 サー
クル メ ンバ ー

へ の周知　　サー
クル 活動内の 役割配慮、ル

ー
ル の 周知

自己理 解
・
障害理解 特性の理 解促進 グル

ー
プ ワ

ー
ク前後の 振 り返 り、知 能検査 に基づ く特 性 の 説 明

メンタル ケア 医療機関の 紹介 精神科受診の リフ ァ
ー、服 薬 の すすめ、デイケア 治療 の 紹 介
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Table 　6　支援内容別の 支援方法

支援内容

（件数）

個別　　 学内　　 学外
面談　 　 連携 　 　 連携

　 　 　 セ ミナー・
　　 　 　 　 　　 ピァ　　居場所グル ープ
　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 その 他　 　 　 プロ グラ
　 　 　 　 　 　 　 サポート　 確保ワ

ーク
　 　 　 ム 学習

入 学  

履 修 （11）

授 業 （28＞

試 験  

学 習  

研 究 （13）

99324

対人 関係 ス キル （42）　 23

生 活ス キル （3ユ）　 　 16

就 職 （ユ5）

外 部 実習 （5）

　 課外活動（4）

自己理解 ・障害 理解

　 　 （20）

メ ン タ ル ケ ア （19）

そ の 他 （3）

31

1481

3

ユ

155

8

4511

11

31

12653

101

8

1

6

5

8

ユ

4

1

2

13

1

1

れ て い た 。 「自己 理解 ・障害理 解」で は、個別

面談 に よる支援 、 グ ル ープ ワ ーク と個別面談を

組み 合わ せ た支援方法も20件中 6件 （30％ ）報

告 されて い た 。 「メ ン タ ル ケア」で は 、 個 別面

談や学外連携に よる支援方法が多 く報告 されて

い た 。

　（3）支援体制 ：Table　7 に各支援内容 にお ける

支援体制 （連携部署機 関）の 結果 を示 した。「入

学」 で は 、 多 くの 教職員が情報共有で きる体制

の もとで 支援が進め られ 、 教育組織や家庭 との

連携が多 く報告 されて い た 。 「授業」で は 、 個

別面談 だ けで は な く担当教員 と の 連携が 21件

中 15件 （71．4％） と多 く、 教育組織全体で情報

共有ある い は配慮 内容 を決定 して い く連携支援

も報告 されて い た 。 また 、 上 級生 や他の 受講生

と の 連携支援も報告 されて い た 。 「試験」、 「研究」

におい て も、 個別面談だ けで は な く担当教員 と

の 連携がそれぞれ 6件中 5件 （83．3％）、8件中

7 件 （87．5％ ）と多 く報告 され て い た。「対 人

関係ス キ ル 」は、カ ウ ン セ ラ
ーに よる個別面談、

ある い はグル ープワ
ー

ク による支援が多く、 学

内の 教 職 員ある い は 学外機関 との 連携 は 42件

中 2 件 （4．8％） の み で 、 学 内の 教 職員 と の 連

携支援は ほ とん ど報告され て い なか っ た 。 「生

活 ス キル 」で は 、 授業中や休み 時間で の パ ニ ッ

クへ の 対応 、 居場所の 確保の た め 、 担 当教員、

教務 ・学務課職員 、 ある い は学生生活課職員と

の 連携、生活 リズ ム を整 えるた め に家庭 との 連

携が報告 されて い た 。 「就職」で は、就職課や

地 域 職業訓練セ ン タ
ーとの 連携が報告 されて い

た ， 「外部実習」で は実習機関、「課外活動」 で

は学生 との 連携が報告 され て い た 。 「自己理解
・

障害理解」「メ ン タ ル ケ ア」で は、精神科の 受診、

服薬 に よる治療が主な支援 内容で あっ た こ とか

ら 、 医療機関 との 連携が 15件中 7件 （46．7％）、

家庭と の 連携が 15件中 5件 （33．3％） と多 く報

告 されて い た 。

　 5 ．支援の成果

　支援の 成果が記載 され て い た、ある い は支援

の 成果が判断された事例は 72件中66件 （91．7％）
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Table　7　支援内容別の 主 な連携部署 ・機関

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 学生相

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 談室 ・
　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 医療　 実習　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 学生 生　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　教務

・
支援 内容　 　教育　 担当
　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 保健 管 学 生 　 家庭　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 就職課　 　 　 　 　 　 　 　 　 担任
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 活課　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 学 務課　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 機関 　 機関（件数）　　 組織　 教 員
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 理セ ン

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ター
嵩寝糶熱

入学 （11）　 　 2

履修 （2）

授業（21）　　 2　　 15

試験 （6）

学習 （1）

1　　　 5

　 研究 （8）

対人関係ス キ

　 ル  
生 活 スキル

　 　 　 　 　 　 2
　 （20）

　 就職 （10）

外部実習 （5）

17

421

課外活動 （3）

自己理解 ・障

害理 解（4）
メ ンタル ケ ア
　 　 　 　 　 1
　 （15）

そ の他 （3）　　　　　 ユ

21

2

1　 　 　 11

3

1　 　 　 2

4

3

ユ

1　 　 　 1　 　 　 1　 　 　 6

1 2

11

2

2　 　　 25

　 　 　 71

3

1

ユ

13

　 　 　 12

で あ っ た 。 支援の 成果 ある い は効果の 記 載は 、

エ ピソ
ー ドの 記述 、 面談過程 の 発話分析 と い っ

た主観的 な記述 に よる ものが 59件 （89．4％）で

あ っ た 。

一
方で 、支援対象行動の 観察、支援後

の尺度得点、検査得点な ど量的デ ータに よる支

援効果の 測 定が 行わ れ た事例 は 7 件 （10．6％）

であっ た 。また 、定期的に複数の 支援関係者で

支援 の 成果 を評価 した り、 支援方針 を修正 した

りする報告 はみ られなか っ た 。

　 6 ．合理 的配慮の決定過程

　学 内 の 教 職員が 支援 に関与 して い る事例 は

全 72件中34件 （47．2％ ）で あ り、支援の 主体

で ある 学 内教職 員 と協議の 上、配慮内容 の 決

定が な され た と判断で きた研究は 34件中 10件

（29．4％） で あ っ た 。そ の うち、教育組織長、

担任 、 事務職員 、 保護者 と い っ た学 内外 の 複数

の 関係者 に よ る組織的な支援体制の もとで の

ケ ース 会議 は 4 件 （11．8％ ）、 授業 ・実習担当

教員ある い は事務職員 との 個別の 協議は 6件

（17．6％）報 告 されて い た 。 入 学前あ る い は 直

後 に支援が ス タ
ー トしたす べ て の 事例 に お い

て 、複数関係者に よ るケ
ース 会議が 開催 され て

い た 。 それ以外 は、本人 の 特性等 を教職員に伝

える の み、あ る い は本人 とカ ウ ン セ ラ
ー間の 面

談で決定され た配慮内容を他の 関係者に依頼す

る とい っ た支援事例が 24件 （70．6％） と多 く報

告 されて い た 。

N ．考察

　 1996年か ら 2013年の 対象論文 31本 を、支援

内容別 に支援方法お よび支援体制に つ い て分析

した結果 、 支援内容別の 支援方法や支援体制の

現 状、お よ び今後検討す べ き課 題が 明 らか と

な っ た 。 以下に 、 各支援内容 における支援方法

や支援体制につ い て の 現状 をま とめ 、 今後検討

すべ き課題に つ い て 述 べ る こ と とする 。

一 155一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

丹 治　敬之 ・野 呂　文行

　 1 ．各支援内容に おける支援方法 と支援体制

　　　の 現状

　本研究 の 分析 の 結果、支援 の 多 くは、カ ウ ン

セ ラ ーが 主体 とな り、保健管理セ ン ターや 学生

相談室な どの メ ン タ ル ヘ ル ス 支援担 う部署 を中

心 に行われて い た 。 依然 として、相談ス タ ッ フ

や
一

部の 教職員の 個人的な配慮に
一
任 され て い

る こ とが 多い と考え られたが 、 学生 が所属する

教育組織の教職員や 関連組織の職員との連携の

もとで、支援に取 り組ん で い る事例 もみ られた 。

　 「入 学」支援で は、すべ て の 支援事例 で 、入

学前後で 教育組織 内の教職員 、 保護者 、 カ ウ ン

セ ラ
ー等 も含めた複数関係者に よる連携支援が

報告さ れ て い た （例 えば、萩原 ， 2010）。 こ の

よ うな支援チ ーム を構築す る こ とで 、 複数の 関

係者間で 支援内容 の コ ン セ ン サ ス を図る こ とが

で き、さ まざまな援助 リ ソ
ー

ス を活用 した支援

を ス ター トす る こ とが 可 能に なる と考 えられ

る 。 まだ こ の ような支援事例 は少 ない もの の 、

今後は発達障害学生の 入学者数の 増加が想定 さ

れ る こ とか ら、 組織的かつ 継続的 な支援体制 の

構築 は 早急 に整備する 必要が ある だ ろ う。

　 厂生活 ス キル 」支援で は、カ ウ ン セ ラ
ーの 個

別面談に よる支援が多か っ た
一

方で 、 学生が所

属す る教育組織 内の 教職員 に加 え 、 家庭 との 連

携支援 も報告され て い た 。
パ ニ ッ クへ の 対応、

問題 行動に対する対応、生活習慣の 整備等が必

要な場合は 、 教育組織 の 教職員だ けで な く、 特

に保護者 との 連携
・連絡体制が 必要で ある こ と

が考えられた 。

　「授業」、「試験」、「研 究」支援で は、カ ウ ン

セ ラ
ーと担当教員 と の 連携支援が多 く、個別 の

ニ
ーズに応 じて さま ざま な支援方法が報告され

て い た 。 したが っ て 、カ ウ ン セ ラ ーな ど の 支援

担 当者は、本人 へ の カウ ン セ リン グだけで は な

く、 支援 の 主体 であ る担当教員に対する コ ン サ

ル タン ト機能や コ ー
デ ィ ネーター機能を果たす

必要が ある 。 今後は 、 担当教員 と協議した上 で 、

合理的配慮 を決定 して い くこ とが不可欠で あ る

と考えられた 。

　「就職」支援で は 、カ ウ ン セ ラ
ーなどに よ る

個別面談で の 助言 と と もに 、 就職課や学外の 就

職支援機関との 連携支援が報告され て い た 。 職

業適性 の 理解、就職活動 の 方法 （エ ン トリーシ ー

トの 記入，面接）など、発達障害学生が就職 で

直面す る困難 は少 なくな い 、 学生 が 自らの 適性

を理解 し、主体的に就職活動に取 り組 める よ う

に、学内外の 支援担当部署 ・機関との 協働支援

体制が 必要 だ と考 えられ た 。

　
一
方 、 「対 人関係 ス キル 」 支援 で は 、 学内教

職員 との 連携に よる支援 の 取 り組み は少な く、

カ ウ ン セ ラ
ー

に よ る個別面談 や グ ル ープ ワ
ー

ク 、 セ ミナー ・プ m グ ラ ム 学習 に よる支援方法

が多 く報告 されて い た 。 障害学生支援担 当部署 、

ある い は学生相談担当部署に よる支援が 中心 と

なっ て い る こ とが考 えられ た 。

　以 上 よ り、 各支援内容に応 じて 、関係する学

内部署間の 連携、あ る い は学外機関との 連携支

援が多 く報告されて い た 。 特に、教育組織の 教

職員 、 カ ウ ン セ ラ
ー

、 そ して保護者等が有機的

に連携したチ
ーム 支援が 報告 され 始め 、学内の

組織 的な支援体制 の 重要性が明 らか と なっ た 。

また 、 わずか で は あ る が 、 学内の 教職員に よ る

支援だけで はな く、学生が ピアサポーター （メ

ン タ
ーの よ うな役割 ：片 岡 ・玉村 ，

2009） と し

て 、 授 業 お よ び 大 学生 活 の サ ポー ト （三 橋，

2012）、大学院生 によ る授業・実験 の サ ポー
ト（青

木 ・和田 ・村田 ， 2011）な どの 報告もみ られた 。

近年の 発達障害学生支援ニ
ーズの 高ま りよ り、

さまざまな支援内容 および支援方法が蓄積 され

て きて い る 。 しか しなが ら、 本研究の 分析結果

か ら今後の 検討課題 も明 らか となっ た 。 以下 に 、

そ の 課題 につ い て述べ る こ と とする 。

　 2 ．キ ャ リア 支援の あ り方および方法論の検

　　　討

　「授業」、 「試験」、 「研 究」 と い っ た学修上 の

支援で は 、 学生の 困難に応 じた環境調整 （浅原 ・

上 野 ・若 山 ・柿本 ， 2008）、情報保障 （河 田 ，

2011）、個別対応 （落合 ， 2011） 等、さまざま

な支援ニ
ーズに応 じた具体的な支援方法が多 く

報告 され て い た 。

一
方で 、 「就職」支援 に つ い

て は 、 就職課 ある い は地域 の 職業訓練セ ン タ
ー
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我が 国の 発達 障 害学生 支 援 にお け る支援方法 お よ び支援体制 に 関す る 現状 と課題

へ の 紹介 （河田，2011）、模擬面接の 実施 （小

田 切 ， 2007）、 就 職 セ ミ ナ ーの 実 施 （屋 宮 ，

2011）等が報告 され始めて い るが 、 学修上 の 支

援に比べ て 、具体的な支援 方法の 蓄積が少な い

こ とが明 らか とな っ た 。 発 達障害者 に対す る就

労を支援するた め の体制整備の必要性 （文部科

学省 ， 2005）、 発 達 障害の あ る （疑い も含 む）

学生 の 就職率 の 低 さ （日 本 学生 支 援 機 構 ，

2013） が喫 緊の 課題 とされ る現状 を鑑 み る と、

キャ リア支援 に 関する有効 な支援方法 の 検討が

必要 だ ろ う。 桶 谷 ・西村 （2013） は、「職業適

性の ア セ ス メ ン ト方法の 開発」、 「障害特性 ・職

業適性 理解 の 促進」、「職業体 験や イ ン ターン

シ ッ プ の 企画」、 「早期か ら の キ ャ リア支援の 開

始」、 「職業定着に必要 な人的 ・物的環境条件の

検討」等が 課題で ある と指摘 して い る 。 発達障

害学生の 修学お よび生活支援 の 蓄積 は進んで い

る もの の 、 キ ャ リ ア支援につ い て は具体的か つ

組織的な支援 を行 っ て い る報告 は少 ない 。 今後

は、教育組織の 教職員 、 障害学生支援担当部署 、

学生相談担 当部署 、 キ ャ リ ア支援担 当部署 と

い っ た学内部署、お よび企業や 地域 の 就労支援

機関 との 連携をよ り
一
層強化 し、就職活動お よ

び 自己適性 の 理解 を 目指 した入学か ら就労まで

の キ ャ リア支援の あ り方 、 お よび効果的 ・効率

的な支援方法や支援体制 の 整備 を検討 して い く

必要が ある だろ う。

　 3 ．心理 教育的 アセ ス メ ン トツ ール 活用 の必

　　　要性

　 障が い の ある学生の 修学支援に関する検討会

（20ユ2）で は 、 合理的配慮 は 、 根 拠資料 に基 づ

く配慮 決定 の 必要性 が ある と取 りま とめ て い

る 。 こ れ まで は 、 カ ウ ン セ ラ
ー等の 専 門家 に よ

る個別面談 の 対話 を中心 に修学上 の ニ ーズ を把

握 し、そ の 所見に よ り根拠資料が作成 され、配

慮内容が 決定され て きた （斉藤 ・西村 ・吉永，

2010）。 今 後 も、 専 門家 と の 対話 に基づ い た根

拠資料 の作成、支援方針 の 決定が 中心 に な る と

考 えられ るが 、 心理教育 的ア セ ス メ ン トッ ール

を用 い て、客観的な数値 を もとに認知特性 に応

じた配慮内容を決定 して い く過程 も必要 だと考

え られ る。 例 えば 、 森 光 ・高橋 （2011） は、

WAIS 一皿 の 結果か ら、 計画の 立て 方へ の 苦手 さ、

こ だ わ りに よる行動制 限が生 じやすい こ とを見

立て 、その 苦手 さに応 じた個別支援や環境調整

と い っ た支援方針、特性 に応 じた支援の 重要性

を指摘 して い る 。 米国の 発達 障害学生支援で は、

LD を中心 に知能検査 な どの結果 に基づ い て 支

援計画が立 案され 、 関係教職員との 協議の 上で

合理 的配慮が 決定 される場合 もあ る （高橋 ・篠

田 ， 2008）。 しか し、 本研 究の 結果か ら 、 我が

国 の 大学等 の 高等教育機関に おい て は、心理教

育的ア セ ス メ ン トツ
ール を活用 した支援報告 は

1件 （黒 山，2012）の み で あ っ た 。 知能検査な

どを用 い る こ とは 、 客観的に 自分の 能力特性の

理解を促すこ とや、本人を取 り巻 く人々 との 連

ne　・共通理解を促す こ とに も役立て る こ とが で

きる 。 また 、配慮の合 理性 を高め る資料 として

も活用で きるだ ろ う。 ただ し、ア セ ス メ ン トに

精通 した専門家が不足 して い る こ と、 必ずしも

知能検査の 結果 と支援ニ ーズが結び つ か ない こ

となど の 問題 も考え られ る 。
こ の ような現状を

考慮しつ つ
、 客観的に 発達障害が抱 える 困難さ

やそ の 原 因を把握 し、障害特性や認知特性 に応

じた解決方略の 提供 や支援方法の 選択 を支援サ

イ ク ルに つ い て も、今後発展させ て い く必要が

ある だろ う。

　 4 ．支援の評価方法およびチ ーム体制の整備

　　　 の検討

　 本研究の 結果か ら、支援 の 成果 を客観的に評

価 した事例報告 は全体の約 10％で ある こ と、 支

援内容を定期的に評価する よ うな取り組み は な

い こ とが 明 らか とな っ た 。 客観的に支援成果 を

評価 した報告で は、行動観察デ
ー

タ、尺 度得点

など の 数値化に よる評価方法が と られ て い た 。

しか しなが ら、 発達障害の 場合 、 その 支援 ニ ー

ズ は多岐に渡る こ と、配慮内容はその都 度変更

され て い く可能性が ある こ とな ど、客観的な指

標を用 い た評価が 難しい 場合が多 い 。そ の た め、

支援方法や配慮内容の 成果 を評価 し、そ の 変更

や修正 に 対 して 柔軟 に 対応 で きる よ うな支援

チーム 体制が整備 される必要がある と考 え られ
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る 。 また、障害特性あ る い は認知特性に応 じた

支援が展開 され て い く場合 、 ど の よ うな発達障

害学生 が 、 どの よ うな支援内容や 支援方法が必

要 となる の か に つ い て 整理 され て い くこ とが考

えられ る。支援の 類型化や体系化 を進 め て い く

こ とを見据 えた場合に おい て も、本人 へ の イン

タ ビ ュ
ーを通 して配慮内容 を聞 き取 り、 支援内

容 の 成果を支援 関係者間で評価する等、支援成

果 の 評価方法を検討 して い く必要 があ る だ ろ

う。

　 日本学生 支援機構 （2013）の 調査 に よれば、

高等教育機関にお ける障害学生 支援 に関す る専

門委員会の 設置率は 15．5％ 、 専 門部署 ・機関の

設 置 は 7，5％ とまだ まだ少 な い 現 状で あ る 。 し

か し、 障害者差別解消法の 成立に伴 い 、各大学

は障害学生担 当部署の 設置、組織的 ・継続的な

支援体制の 整備 が急務 とな っ て い る。既 に大学

内にそ の よ うな支援シ ス テ ム が構築されて い る

場合で あ っ て も、 よ り効果的かつ 効率 的な支援

チーム の 運営が求め られる こ とに なる だろ う。

こ の よ うな背景をふ まえ、今後は、合理 的配慮

を協議す るため の 機能は もちろ ん、配慮 内容に

関する評価方法を検討 し 、 必要 に応 じて配慮内

容を修正 で きる機能も果た す ような学 内支援組

織 、 ある い は支援チーム の 構築が必要 になる と

考え られ る 。

　 5．合理的配慮の決定過程 の検討

　合理的配慮 とは、障害学生が教育を受ける権

利 を保障するた め に、大学側が必 要か つ 適当な

変 更 ・調整 を行 うこ とで ある 。 障害学生 の教 育

的 ニ ーズ を可能 な限 り尊重 し、 体制面 ・財政面

で の 均衡を失わ ない 範囲で 、配慮内容 を本人 と

大学関係者との 問で十分に話 し合 い 、双方に お

ける合意お よび共通理解を図っ た上 で決定され

る必要が あ る 。 しか し 、 本研 究の 結果か ら 、 本

人 と大学関係者 間の 協議の 上 で 、 配慮 内容が決

定 した と判断された支援事例 は 、 全体の 約 30％

で あ り、合理的配慮 の 決定方法、お よびその 決

定に関与する メ ン バ ー
構成、学内の 組織的な支

援体制の 整備は、今後の 検討課題で あるだ ろ う。

例 えば、本研究で扱 っ た支援事例 の 中で は 、 入

学前後の 時期か ら、所属組織の 教職員 、 支援担

当ス タ ッ フ 、 保護者間で ケ
ース 会議 を開催 して、

合理 的配慮を検討 した 報告が あ っ た。 入学前後

に支援環境を整備する こ とは 、 合理 的配慮を組

織的に 協議す る 方法 の 1 つ と して考 えられ るだ

ろ う。 また、学生 自身が配慮 を要請す る こ とに

よ っ て、合理的配慮の 協議ある い は決定して い

くよ うな方法もあ るだ ろ う。こ の ような協議方

法 は 、 本人の 社会的な 自立を促 す意味で も重要

で あ る 。 ただ しその た めに は、学生 自身が 配慮

を要請する セ ル フ ・ア ドボカ シ
ー

ス キ ル の 習得、

ある い はその 前提 で ある 自己理解 （自分の 特性

や苦手 さを言語化 する こ と） を深め る こ とを念

頭 にお い た支援 を検討 して い く必要が あるだろ

う　（片岡 ，
2012 ；高橋 ， 2012）。

　今後は、各大学が 合理 的配慮の 提供に 向け 、

対応指針の 整備が 求め られ る こ とに な る だ ろ

う。 その た め に は 、 合理的配慮の 決定方法 と 、

その 決定 と提供を支 える組織 的な支援体制の構

築が必要 となる 、 各学生 の 配慮 の 必要性を周囲

が理 解する ため に は、ど の よ うな根拠資料 の 作

成、あ る い は ど の よ うな理 解 ・啓発活動が必 要

なの か 、 過度 な負担 を課 さな い 範囲で の 組織 的・

効率的な配慮 内容 の協議方法は ど の ような もの

があるか 、 合理 的配慮 を支える学内組織 、 お よ

び学内の 円滑 な連携支援体制は ど うあるべ きか

等、合理 的配 慮の 決定過程 の あ り方を、「支援

の 合理 性」、「学内組織の 理解」、「配慮決定の 協

議方法」、「円滑 な連携支援体制」の 観点か ら検

討 して い く必要があ るだ ろ う。
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Current Situations and  Issues in the Support Methods and  Support System for

      Students with  Developmental  Disabilities in Japanese  Uniyersities

Thkayuki  [[ANJI' and  Fumiyuki NORO"

  The  purpose of  this study  was  to clarify  the current  situations and  issues regarding  the support  for

students  with  developmenta1 disabilities through analyzing  the support  methods  and  support  system

according  to the support  contents  in case  studies.  As  a  result  of  analyzing  31 studies,  support  contents

were  classified as  fo11ows; classroom  accommodations,  test accommodations,  life skills  training, social

skills training, and  job hunting support. There were  many  cases  about  social skills training, life skills

training and  classroom  accommodations.  It was  founded that most  of  the social  skills  supports  were

provided through  an  individual interview. Classroom  accommodations  were  provided through an

individual interview and  the cooperation  with  the  university  professors, Life skills  supports  were

provided through an  individual interview and  the cooperation  with  the students' parents. This study

clarified  how  each  support  methods  were  selected  and  what  kind of  support  system  made  it possible

according  to the support  eontents,  It also  suggested  the fo11owing issues that we  should  examine  in the

future; the support  ofcareer  develepment, use  ofpsychoeducational  assessment  tools, evaluation  of  the

support  and  organization  of  the suppert  team, and  the process of  decision of  the reasonable

accommodations.

Key  words:  support  fbr students  with  developmental disabilities, reasonable  accommodations,  support

         contents,  support  methods,  support  system
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